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凸版印刷株式会社納

B列全判構巻両面2色オフセット輪転轢
2 Color Web Offset Press.L

渡 部.泰 治*

内 容 梗､概

さきに李邦における画期的な両面4色オフセット輪転機を完成Lた日立製作所は･今回再び凸版印刷

株式会社納めのB列全判横巻両面2色オフセット輪転機を完成した｡

本機は前擬製作の貴重な経験を十分に生かし,かつ斬新な設計により製作されたもので,らぎに述べ

るような特長を持っている｡とくに印刷速度は版胴回転数最高毎時300というオフセッll印刷機におい

ては,驚異的な高速強転機である｡

(1)印刷速度は最高235･5m/minで両面2色刷りの折畳んだ印刷物を,毎時B5判で18,000部,
B6判で36,000部を,片出しあるいは両出しすることができる｡

(2)自動紙継ぎ装置を有し,巻訳解は常時3本を装置し,連続印刷をすることができる｡

(3)見当整合は,各印刷ユニット,折磯,放棄排耗機のそ戎`レぞれに,差郵歯車機構をもうけて,随

時に行うことができ,特に印刷ユニットには,電動減速機を取付けて,移動式の押ボタン操作に

より,極めて簡単に行うことができる｡

〔Ⅰ〕緒 盲

製版作業のきわめて容易かつ廉価なオフセット印刷

t･ま,高級な多色印刷物から渾画物などにいたるまで,広

範囲に使用されているが,印刷界の競争が激烈になるに

したがい,特に大会社においては,高能率な多色オフセ

ット輪転機を要求するようになってきた｡

多色オフセット輪転機1･ま,さきに凸版印刷株式会社へ

A列全判両面4色オフセット輪転機を納入し,各種の基

礎研究,実験を行いつゝきわめで慎重に設計製作し,昭

和27年1月に1台,引続き7月に1台,計2台を完納

し,絶讃を博したが,今回更に同社へB列全判横巻の両

面2色オフセット輪転機を納入した｡本機は前回のもの

に較べて,回転数および用紙の幅において約5割増大さ

れ,しかも粗悪な耗も使用可能なるようにとの要 で,

各部の構造機能については,あらゆる点で前回の貴重な

る経験を生かし,特に斬新な設計製作が行われた｡次に

その構造および性能の概要を説明する｡

〔ⅠⅠ〕特

(り 高 麓 率

長

本磯はシリンダの回転数ほ,最高は300rpmで,2

色刷りの折畳んだ印刷物を,B5判で毎時18,000部,B

6判では36,000部生産することがでぎ,また自動紙継

ぎ装置を有し連続運転が可能である｡

(2)自動紙散ぎ装置

巻板紙は常時3本を装置し,連続して印刷することが

できる｡特に紙継ぎほ押ボタン,レバー操作により,一

人で容易に行うことができる｡

*
日立製作所川崎工場

第1図 給紙側より見た外観図

Fig.1.GeneralView of the

Seen from the Man Side

(マンサイド)

Machine As

第2図 給紙側より見た外観図(ギヤーサイド)

Fig.2.GeneralView ofthe Machine As

Seen from the Gear Side

(3)見当整合の簡易化

各印刷ユニット,折機,枚菓排紙機のそれぞれに,差

動歯車機構を設け,運転中にそれぞれの関係位置を任意
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第3図 祈機側より見た外観図(ギヤ←サイド)
Fig.3,GeneralView of the Machine As

Seen from the Gear Side

に変えられる｡また印刷ユニットには電動減速機を取付

け,移動式の押ボタン函を設け,用紙のサイドレイとと

もに,押ボタン操作により,簡単に見当整合ができる｡

〔ⅠⅠⅠ〕仕 様

型 式……･t………･ROU22型BIFSI式

名 称‥B列全判横巻両面2色オフセット輪転機

標準用紆………B列全判横巻(766×1085mm)

胴の外周‥.…‥….
‥‥785mm

印刷適度‥歳高300rpm常用250rpm,18,000部

主電動機…………40kW3相巻胡型誘導電動機

機械の大きさ…･長さ13･9mx幅6mx高さ3.4m

[ⅠⅤ〕各 部 の 構 造

(り 簡単な印刷工程の説明

本機は前回のものと同蟻にユニット型式の構造を

し,給紙機,印川ユニット(2ユニット),乾燥装置,

機,放棄排紙儲萬よび駆動髄眉士よりなっている｡
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評 論 第38巻 第4号

(第4囲印刷工程説明図参照)

ロ｣ルから巻きほぐされた用紙は,まず塵填を除去さ

れ,蒸気を吹きつけられた後,飯を伸ばされ乾燥される｡

これで用紙は十分に清掃,調質され,印刷部の第1ユ

ニットに入る｡こ｣で上下2箇めゴム胴によって,表裏

両面を同時に印刷され,中間乾燥装置を経て,第2ユニ

ットで2色目を印刷された後,最終乾燥,冷却ローラに

よって,インキは完全にセットされ,折機へ入ればB5

判あるいはB6判,枚葉排紙機へ入ればB全判で排紙さ

れる｡

(2)印刷ユニット(貰5国印刷方式の説明図参照)

印刷方式は前述のように,上下2筒のゴム胴の間を,

水平に紙を直進させ,両面を同時に印刷する｡

版胴およびゴム胴は,ティムケン製テーパローラベア

リングを使用し,サイドフレームに取付けられた偏心筒

の中で回転するようになっている｡

ゴム胴の圧着および離脱には,瞬時に作動させる必要

から250kgの日立亀戸工場製HPu型サーボリフタ

動油圧押上磯)を2箇ずっ利用している｡版胴ほ上下

ともに印圧調整をする以外は固定である｡(第`図版胴,

ゴム胴の着脱装置参照)

版胴およびゴム胴用解車は,蓼炭焼人後歯研磨を行い,

特にギヤーマ←クの原因になる歯型,ピッチ誤差につい

ては,十分な注意が払われた｡いずれも背隙除去用の繍

助歯車を装備している｡また高速輪転機において特に重

要な胴のバランスについては,いずれも外周において,

35g前後のアンバランス程度に押えてある｡

インキ装置としては1色に付,壷,移しロ←ラ各1,

練り用ゴムローラ5,練り金ロ←ラ4,着け用ゴムロー

ラ3の合計14本を有し,特にこれらの装着装置l･ま,日

立独自の設計こなる斬新,簡便な新方式を採用し,着脱

および庄着の調整はきわめて容易であるゥ
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第5図

Fig.5.

印 刷 方 式 の 説 明

Explanation of Printing

第6図 版胴,ゴ ム胴 の着脱装置

Fig.6.Disengaging Device for Forme

and Rubber Cylinders

インキ清浄用のドクタも独自のもので,ゴムを介して

インキを掻きとる■ん で,ロ←ラを傷めず,簡単,容易

に清掃を完~rする｡

水菜置こ〕二嘉,移,企ローラ各1,請け川モルトントロ∴-

ラ2よりなり,協動軸にはスプライン軸を班川し,水フ

レーム臼休の石,離に~支障のないようにしてある｡

インキ装置,水装置とも,そJ)胤ナロ･-ラ,移しロー

ラは,~首記ゴム胴のサーボリフタにリンクモーションて

連結され,ゴム胴の羞脱こ連動して,インキあるいし王水

供
ヽノ〃) す断遮を る｡また手軌J~日♂)叫喚矧けがあり,そJ)
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第7圏 張力 自 動調整装置

Fig.7.Automatic Tension Adjuster

走行紡~

第8図 紙 継 ぎ

Fig.8.PaperJoining Device

(3)給 紙 機

3本の巻取机を装備できる3睨式リールスタンドを川

い自動緋継ぎ装閲を有し,用紙の連続使用が可能であり

またr二l立独白の張力自動詞整装置により,印刷時の張ノJ

を一定に保っている｡紙質の変化による張力調整は,無

段変速機(デフアレンシヤル型)により微細に調整する

ことができる｡(第7図弓良ノほ軌調整装置参照)

紙はまずId転するナイロン製プラッシュによって塵挨

を除去され,つぎに蒸気を吹きつけられ,観取りローラ

にて奴を伸ばされ,ついで托燥される｡すなわち印刷工

程に人る前に,う■己仝に紙質を調整し,粗悪な巻取紙を川

いても,すぐれた印刷ができるようにしてある｡

紙継ぎ帖には,細くなった巻取紙の弓長九 整装置を,

センタブレーキに切換え,リールを紙継ぎ位置まで回転

させる｡新たな巻板紙に糊を川ナ,張力調整装置を降欄

させる｡つぎに切換レバーな操作すれば,張力調整装置

㍑,差動歯車機構が連結封して,巻堰紙を今度け紙継ぎ
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第9図 折 磯 説 明 図
Fig･9･Diagram ofPaper Folder

第10図 最 終 乾 燥 装 置

Fig･10.FinalDryer

速度で駆執する｡つぎに紙継ぎ用ベルトを定位置に降

し,押ボタンによりリールを再び同方向へ回転させれば,

磯城を停止することなく,容易に紙継ぎが行われる｡以

上の操作はいずれも押ボタンおよびレバーの操作により

わずか数分内に簡単に行うことができる｡(第8図紙継

ぎ装置参照)

(1)折 機(第?図折概説明図参照)

B5判で8頁あるいは16頁,B6判で16頁あるいは

32頁の4種類の折畳みが可能であり,いずれも両側ある

いは片側に排紙することができる｡特に最高300rpm

で安全,確実に作動するよう各部の材質,構造には十分

注意が払われている｡

(5)枚集排紙機

たとえば雑誌の附鋳で,=隻六= のように折畳まずに

出す必要のあるものは,折機を通さず,直接枚葉排紙機

評 論
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第11図 印刷ユニット見当整合装置

Fig･11･Printing Unit Register

で排紙する.⊃この場合は切換クラッチによって簡単に切

換えることができる｡

本機は5枚ずっの集積胴を使用し,アホリ出し方式で

B全判を排紙する｡

(`)駆 動 装 置

40kWの主電動機と5HPの微速用電動機を使用し,

版胴回転数は20rpmから最高300rpmまで連続に変

えうる｡また各印刷ユニットおよび折機,枚葉排紙機に

それぞれ切換クラッチを装置し,おのおのを単独に切離

して運転することができる｡また前述の差動歯車機構へ

の給漸･ま,それぞれの歯車箱にプランジャポンプを取付

け十分に給油している｡

(7)インキ乾燥装置(第10園長終乾燥装置参照)

印刷ユニットの問の中間乾燥装置と,1組の最終乾燥

装置とよりなり,いずれも上下に配列されたガスバーナ

により,紙面に直接ガスフレームをあてる構造になって

いる｡加熱された印刷紙ほ,その直後に冷風にて,さら

に4本の水ローラによって,きわめて短時間にインキが

紙面に定義するようになっている｡また紙切れ時あるい

は機械停止時には,ガスバーナが自動的に消え,さらに

乾燥装置自体が上下に開いて,予熱による印刷紙のこげ

つきを防止するようになっている｡いずれも点火ほ高圧

イダニションコイルを利用したスパークによる自動点火

装置を有し,押ボタン操作により容易に点火することが

できる｡

(8) 見当整合装置

(第11図印刷ユニット見当整合装置参照)

紙の進行方向の見当整合は,各印刷ユニットおよび折

機,放棄排紙機の原動軸にそれぞれ取付けられた差動歯

車機構により,運転中におのおのの関係位置を任意に変

えて,見当整合を行う｡特に印刷ユニットには電動減速
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策12国 印刷ユニット見当整合装置

Fig.12.Printlng Unit Register

機(減速率1:1,075)を利用し,1/2砂ごとに版胴および

ゴム胴を,円周方向に0.1mmずつ移動することができ

るようにしてある｡なおこれを点灯ランプに連動させ,

操作押ボタンとともに,移動可能のボックス内におさめ

て取扱いを容易にしている｡

サイドレイ(横方向の見当)は,版胴ゴム胴自体をネジ

により軸方向lこ微動させて行っている｡

用紙自体のサイドレイは,リールを軸方向に移動させ

て行う,調整量は30mm,速度は毎秒1mmである0

特許第205210号

サ

(?)操 作 関 係

本棟の操作ほすべて押ボタンにより自動的に行われ

る｡また危険防止のための各種インタロックを完備して

いるため, 気系統は非常に複雑である｡そしてそれら

の押ボタンほ,給紙機,折磯,放棄排紙機の3箇所にそ

れぞれ大きくまとめてあるので,操佃､よ非常にやりやす

い｡

〔Ⅴ〕結 盲

本機は先に製作したA判4色オフセット輪転機とほゞ

同じ構造の印刷機であるが,性能上および寸法上におい

て一まわり大きく,全くの新設計であるが,設計着手よ

り完成まで10箇月,機械加工開始より4箇月という驚く

べき短時日で製作されたもので,製品重量約53tとい

う,前機に優るとも劣らぬ尤大な輪転機である8

の完成により我国で始めて,多色オフセット輪転

機において,版胴回転数最高300rpm,紙の走行速度

3.9m/secという高速を出しえたことは,今後の大型高

能率オフセット輪転機

とをうることができた｡

作に対して,貴重な経験と自信

りに本機製作に当り,種々御指 いた凸版印川

株式会社の関係各位ならびに電気品を担当された日立製

作所亀戸工場および亀有工場に深甚なる謝意を表する次

第である｡

特 許 の 紹 介

ボ モ

サーボモータの圧液供給口あるいは排液ロがピストン

の位置によって絞られるようにすることによりサーボモ

←タの始動停止における急激な動作を緩和するもので,
たとえば図に見られるようにサーボモ←タシリンダの両

端壁面に圧液を供給あるいは排出すべき通路を開口し,

かつこの開口を開口端に向って末広りなるごとく形成

し,一方ピストンの両側の前記開口に対応する位置にそ

れぞれ円錐型の凸起を備える｡ピストンが実線の位置に

あるときはシリンダの両開口は最大開口面接を有するの

で圧液の供給,排出はなんの妨げもなく行われ,したが

ってピストンは円滑に移動するが,ピストンが次第にシ

リンダの一方の端而に近ずくにつれピストンの凸起が図

の点線のように排液口に侵入することによりその開口面

接が絞られシリンダ内の排液が困英断こなりピストンの移

動がにぶる｡しかして凸起が円錐状を有するためこの絞

りはピストンの移動に応じて大きくなり,ついに全閉に

至れば痍溜液の弾性によりピストンは緩衝作用をうけ

U｣帖 卓 爾

シ｣ニノダ ヒストン

る｡また始動に際しても圧液の供給口が絞られているの

で急j敷に動作することがない｡

以上のように本装置は極く簡単でありながら始動,停

止における緩衝作用を確実にする効果を有するものであ

る｡ (高橋)
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